
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの患者様やその家族の方々が直面する問題に対応するため、専門性の発揮と連携の両立を深

めることの意義や重要性について明らかにするための取り組みを行っています。今後は、セラピス

トの多職種連携実践を測定できる尺度の開発を検討しています。 

 

 池田公平, 笹田哲. 回復期リハビリテーション病棟に勤務する専門職の team work に関する

文献研究. 日本作業療法研究学会誌. (in press)  

 池田公平, 笹田哲. 回復期リハビリテーション病棟入院患者に対してセラピストが実践して

いる多職種連携実践の具体的な内容の可視化. 日本作業療法研究学会誌.（under review） 

 

また、医療従事者が働く環境も変わりつつあります。今後は、作業療法士をはじめ、医療従事者

が働きやすいと感じる環境を作るような活動や研究にも取り組んでいきたいと考えています。 

 

 渡邉光葵, 池田公平. 作業療法士の離職願望と社会適応の関連. 2019. (学部生卒業研究) 

 

 

 

 

 

多職種連携や職場の満足度/不満といった、とらえにくい現象を、どのように見える化し、議論

できるようにしていくかをテーマに研究に取り組んでいます。多職種連携やリハビリ領域の管理運

営はまだまだ未解明なことが多く、一緒に研究できれば幸いです。 
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